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開 催 日 及 び 場 所 平成２５年９月１１日（水） 本社会議室 

委 員 田中俊充（弁護士） 矢橋晨吾（大学名誉教授） 西谷隆亘
（大学名誉教授） 垣花直樹(水資源機構監事)  

審 議 対 象 

１．平成 25年度契約における１者応札の状況について 
２．平成 25年度第 1四半期における 1者応札・1者応募に
関する点検について 

３．平成 25年度第 1四半期における随意契約に関する点検
について 

委   員 機構事務局 
 
 
 
１．平成 25年度契約にお
ける１者応札の状況につ

いて 
 

（特に意見等なし） － 

・ファックス送信の取り組み

に代わる、より効率的な手法

を検討してはどうか。 
 

・メールマガジンの取り組み

を進めていますが、登録者が

増えてはいるもののまだま

だ少なく、ファックス送信を

とりやめてよいかは判断が

難しいところです。 
調査案件とさせてもらい

ます。 
 

２．平成 25 年度第１四半
期における 1者応札・1者
応募に関する点検につい

て 
 
 

・例えばエレベーターについ

て、設置とメンテナンスをセ

ットで発注してはどうか。メ

ンテナンス料と本体の価格

の比が、各者いろいろあると

思うが、それを点検してみて

はどうか。 
・何か発想の転換が必要なと

ころに近づいていると思う

ので、少し厳しいかもしれな

いが具体的な調査をしてみ

ていいか悪いかを考えるこ

とをしないといけないので

はないか。 

・機械においても、最近は設

備の設置とメンテナンスを

セットで発注するものが増

えてきていますので今後そ

の方向で行きたいと思いま

す。 
・工事費の直接工事費に対す

る一般管理費や現場管理費

の率は、あらかじめ積算上、

決まっているものであり、前

回の工事で安かったからと

いって下げる根拠がありま

せん。もっと全国的にさまざ

まサンプルをとらなければ

なかなか把握できないと思

います。なかなか難しい調査

になると思います。 
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・１者応札の比率は年々下が

って、そろそろ限界ではない

か。いつまで続けていくの

か。 

・数値に限界を感じてはいま

すが、取り組みを続けていく

必要があると思います。た

だ、これによって余計な業務

が増え、本末転倒とならない

よう、考えながら対応してい

きたいと思います。 

・すでに機構の中にかなりの

データがあると思うので、そ

れを利用して分析を行い、例

えば製造とメンテナンスを

一緒に契約するとか、複数年

のメンテナンスをまとめて

製造時に応札させるといっ

た工夫をしていくべきでは

ないか。 

・最近、電気の工事において

は、新設の場合、メンテナン

ス付きの発注をするように

しています。過去に作ったも

のについては、メンテナンス

を複数年契約するくらいし

かやりようがないところで

す。今後のものについてはメ

ンテナンス付きの発注をす

すめていきたいと思います。 

・除草作業について、１者応

札の理由として技術者がい

なかったというものがある

が、素人は、除草作業にどう

して技術者が必要なのかと

思う。ルールがあってのこと

だと思うが、業者側が参加を

断る理由となってしまうも

のが機構の基準の中に入っ

てしまっているとしたら、見

直せるものは見直していく

ことを考えてはどうかと思

う。 

－ 

 

・特殊な機械点検でこれ以上

取り組みが困難と考えられ

る案件の中に不落随意契約

となっているものがあり、製

造業者が契約している。機構

の積算の方法が変わったと

いったことがあるのか。 
 

・応札価格は、予定価格に対

して 0．数％高かったもので
す。機構の積算方法が変わっ

たということはありません。 
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 ・１者応札の改善の方法を根

本的に見直す時期に来てい

るのではないかという意見

を参考に１者応札対策を図

られたい。 
 

 － 

・業者の都合で辞退があって

緊急随意契約が生じたとい

う案件があるが、辞退につい

ては違約金等はないのか。 

・違約金条項があり、契約額

の全額ではないが違約金を

払ってもらっています。 
また、指名停止もかけてい

ます。 

・先の１者応札の案件に湖面

の巡視業務があるが、こうし

たものは地元がやる仕事で

はないかと思う。人件費が主

でもあり随意契約でもよい

と思うのだが、一般競争入札

としている理由は。 
・随意契約の案件にあるガソ

リンの購入については、例え

ば山奥の事務所で、近くにガ

ソリンスタンドがあれば、そ

こに発注するといったこと

はどうか。 

・国や機構では会計法や会計

規程により一般競争で行う

こととなっています。次に限

定的な指名競争があります。

随意契約、特命随意契約につ

いては、かなり限定的な運用

としており、そうした随意契

約はしていません。 

３．平成 25年度第 1四半
期における随意契約に関

する点検について 

・緊急で随意契約を結ぶ場合

の緊急の定義だが、事故や災

害で今すぐやらなければな

らないのは分かるが、前年度

から同種業務をやっている

者がいて、その者に入札をさ

せたら不落や不調となって

しまったという状況下、実績

があるということで、その者

と随意契約を結ぶというの

は、何となく、緊急という感

じもしないのだが。 

・これについては、この数年、

現場に出向いて説明してい

ます。説明責任を求められる

ものであり、本当に限定され

たものにしか使わないよう

に通知しています。 

   
 
○問い合わせ先 
埼玉県さいたま市中央区新都心１１番地２ 
  ランド・アクシス・タワー内    電話 ０４８－６００－６５００ 
水資源機構契約監視委員会事務局 

財務部契約課長     相良 秀樹（内線 2251） 
技術管理室技術調査課長 益山 高幸（内線 4631） 


